
はじめに

インターネット社会の成熟に向かつて

インターネットの発展は、日本社会にさまざまの影響を与えてきた。この1 年間の日本における

インターネットの発展の中で、多くの課題が浮かび上がってきている。たとえば､ 警察庁から提起

された問題だけでも、不正アクセス防止法の制定をめぐる問題､ 風俗営業法改正に伴うアダルトコ

ンテンツ規制、児童ポルノの犯罪性の法制化､ ネット上の大規模組織犯罪の未然防止問題などが挙

げられる。こうした諸問題は、一般社会の属性に他ならない。つまり、インターネットユーザ一人

口が全人口の10 ％に到達した現在、この現実の社会に存在するあらゆる課題が、インターネット

社会にも存在するようになったと考えられる。

インターネットそれ自体が悪いと錯覚して､ 問題追及をメディアそのものの責任として問う人も

いる。しかし、そうではない。インターネットという新しいメディアが社会化してくるなかで、こ

のメディア特性を踏まえた新しい事象が生じている面を見過ごしてはならない。これまでは少数

で目立たなかったものが顕在化した。ネット上の個人攻撃､ いやがらせ、名誉毀損、プライバシー

の侵害などである。これらの問題を克服してこそ、インターネット社会の成熟に向かう過程が見え

てくると考えられる。それは、プロ バイダーの自主規制をはじめ、インターネットユーザー各自の

セルフガード、ユーザーコミュニティのモラルの向上を通して進んでいくべきだろう。

一方、インターネットのスケールが問題になってきている。次世代インターネットの在り様につ

いて、多くの場所で議論が継続され、新たなインターネットの構造が模索さ れている。そのなかに

は、この３年間にわたって論議されてきたインターネットガバナンスの大きな課題がある。スケー

ルの急激な発展に応じた技術と管理体制が一体のものとして認識され、ＩＡＮＡからＩＣＡＮＮへの移

行が大きな関心事になっている。

1999 年秋にはＩＣＡＮＮが正式に発足する。そこに日本からどう参加していくのか、国際のイン

ターネットコミュニティと日本との関係調整も必要だ。

ここで最後に触れておきたいのはコＮＥＴ２０００という２０世紀最後のISOC  (Internet Society)

の会議が２０００年フ月18-21 日に横浜で開催されることに決定したことである。これを日本およ

びアジアのインターネットの発展にとって大きな機会であるととらえて、日本経済の復活の鍵もそ

こにあるとする展開をもたらすために 大規模な協力体制をもって推進して行きたい。

日本インターネット協会（IAJ）会長

高橋　 徹
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